
 

 

 

 

 

 

 

  

 「日本の医療は、身体疾患と精神疾患とでシステムが分断されている―」そう感じること

はありませんか？ 

 具体的には、身体疾患を抱える人が精神疾患を併発すると、なかなか受入先がみつからな

い（その逆もしかり）―そんなことはありませんか？これは、明らかに適切な医療を受ける

権利の侵害であり、ソーシャルワーカーが立ち向かうべき社会的な課題であるといえます。

にもかかわらず、時としてソーシャルワーカーが自組織の門番として受入を拒むという現実

があることもまた事実です。 

 今回は、神奈川県医療ソーシャルワーカー協会と神奈川県精神保健福祉士協会が共催でこ

の問題を取り上げます。さまざまな機関の方に話題提供いただき、この課題に対してのソー

シャルワーカーとしてのジレンマやその解決策を一緒に考える機会にできればと考えていま

す。多くのみなさまのご参加をお待ちしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 


